
 

１ 調査名称：田川市都市交通計画策定調査 

 

 

２ 調査主体：田川市 

 

３ 調査圏域：田川都市圏 

 

４ 調査期間：平成２１年度 

 

５ 調査概要： 

  長期未整備である都市計画道路 11 路線について、現状及び将来像を把握するととも

に、路線の評価を行いながら未整備都市計画道路の検証を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅰ 調査概要 

  

 １ 調査名：田川市都市交通計画策定調査 

 

 

 ２ 報告書目次 

    

第１章 将来都市像の明確化 

 

   第２章 都市計画道路の特性と現況把握 

 

   第３章 市民意向調査 

 

   第４章 社会情勢の変化 

 

   第５章 見直しの必要性の整理 

 

   第６章 未整備都市計画道路の実態把握 

 

   第７章 個別施設（路線）の評価と検討 

 

   参考資料 

    １ 路線カルテの作成 

    ２ 定量評価の項目別説明資料 

 

 



３ 調査体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿 

 

 所属 役職等 氏名 

委 員 長 近畿大学産業理工学部 教 授 依田 浩敏 

副委員長 福岡県立大学人間社会学部 教 授 文屋 俊子 

委  員 福岡県田川県土整備事務所 所 長 宮崎 良哉 

委  員 福岡県田川警察署 署 長 花田 利夫 

委  員 田川市総務部 部 長 丸谷 芳昭 

委  員 田川市福祉部 部 長 木村 光一 

委  員 田川市建設経済部 部 長 満倉 崇 

委  員 田川市総務部総合政策課 課 長 日野 俊信 

委  員 田川市総務部財政課 課 長 米田 昭彦 

委  員 田川市建設経済部商工労政課 課 長 熊谷 章子 

委  員 田川市建設経済部土木課 課 長 山本 輝清 

委  員 田川市建設経済部都市計画課 課 長 坂本 美八男 

 

 

 

 

 

田川市都市計画道路検証委員会 
（会長：近畿大学教授 依田浩敏） 

田川市都市計画道路検証委員会 事務局 
（田川市都市計画課まちづくり推進係） 



Ⅱ 調査成果 

 １ 調査目的 

本市では、円滑な移動を確保するための交通機能や良好な都市機能を形成するために、

都市計画道路を都市計画決定し長期にわたり整備してきたが、都市計画決定 14 路線の

うち 11 路線が未整備である。未整備の路線はすべて都市計画決定から 20 年以上経過し

ており、近年の人口減少、少子高齢化などの社会情勢の変化等により交通体系や都市を

取り巻く状況が大きく変化している。また、都市計画決定地内の土地所有者は都市計画

法による建築行為の制限を受けることから、未整備の路線においては長期にわたり制限

を受けていることになる。 

このようなことから、未整備である都市計画道路について、将来の交通需要や道路網

としての機能や役割を整理し、様々な観点から路線の評価を行いながら都市計画道路の

検証を行うものとする。 

 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画準備 

都市計画道路の整備状況と将来都市像の把握 
⑴将来都市像の明確化 
⑵都市計画道路の特性と現況把握 
⑶市民意向調査 
⑷社会情勢の変化 
⑸見直しの必要性の整理 
⑹未整備都市計画道路の実態把握 

個別路線の評価と検討 
⑴評価指標及び基準の検討 
⑵定量評価の実施 

検証委員会 

検証委員会 
パブリックコメント 



 



 

 

４ 調査成果 

 ⑴ 検証対象路線 

   未整備の都市計画道路はすべて都市計画決定から 20 年以上経過していることから、

未整備区間の存在する路線はすべて検証対象とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ⑵ 個別路線の評価と検討 

   未整備都市計画道路を区間別で評価を行い、客観的な評価による透明性の確保を図

るため、定量評価を行った。 

   定量評価に当たっては、国道や県道、都市計画道路同士の交差部分で路線区間を分

割し、39 区間で評価を行った。 

   評価の方法としては、縦軸として「路線の必要性に関する評価」と横軸として「事

業の困難性に関する評価」を加点方式により得点付けを行い、相対的に評価を行うこ

ととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ランクＡ
　計画促進に向けた検討

都市施設の必要性が高く、事業化に向けた
困難性は低い範囲。
整備促進を前提として、実現化方策を検討
する。

ランクＣ
　計画の見直し検討が必要

都市施設の必要性が低く、事業化に向けた
困難性も低い範囲。
計画内容の見直しにより地域への貢献度向
上の検討を行う。

ランクＢ
　計画の見直し検討が必要

都市施設の必要性が高く、事業化に向けた
困難性も高い範囲。
計画内容の見直しにより事業の効率化を検
討する。

ランクＤ
廃止を含めた見直し検討が必要

都市施設の必要性が低く、事業化に向けた
困難性が高い範囲。
計画廃止を含めて、根本的な見直しを検討
する。
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 ⑶ 区間別の評価結果 

   各評価項目による区間別評価で行った 

評価結果を点数化し、各ランクに分類す 

ると表１のとおりとなった。 

また、分類結果を相対グラフ内に各区 

間の点数を表示すると図１のとおりとな 

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画道路の区間別評価
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表１  

図１  



 

 ⑷ 定量評価結果後の路線網図 

   定量評価により区間別に行った評価結果を路線網図に反映すると以下のとおりとな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ⑸ 路線カルテの作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑹ 定量評価の項目別説明資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


